
今年も開幕！小 瀬 鵜 飼

①鵜飼の特徴について

長良川河畔の小瀬で行われる「小瀬鵜飼」は、一千有余年の歴史を秘めております。見どころ
は素朴な情緒。ショーとしての鵜飼というより、あくまで漁法としての鵜飼の本来の姿を見ること
ができます。漆黒の闇の中、篝火の光だけを頼りに漁をする鵜匠の手縄さばきは圧巻です。３
名の鵜匠が宮内庁式部職の鵜匠として代々守り続けてきた古式ゆかしい漁法で、訪れる人の
目を楽しませてくれます。

②宮内庁式部職の鵜匠

国重要無形民俗文化財指定「長良川の鵜飼漁の技術」指定 平成27年3月2日
世界農業遺産「清流長良川の鮎」認定 平成27年12月15日

ＮＥＷ!! 「世界の持続可能な観光地100選」選出 令和3年10月６日

日時：5月11日（水）から10月15日（土）まで
場所：関市小瀬 長良川河畔

「小瀬鵜飼」の歴史は古く、奈良時代の史書にある「美濃鵜飼」の伝統を受け継いでいるとい
われています。時の権力者の保護を受けて、明治23年からは宮内庁の直轄となり、鵜匠は宮内

庁式部職として国家公務員の身分で皇室御用の鵜飼を行っております。小瀬鵜飼では当時の
伝統の漁法が特に色濃く残っており、昔ながらの鵜飼と宮内庁式部職鵜匠の見事な手縄さばき
を見ることができます。

鵜匠代表：カネモ第3代足立 太一鵜匠 ジュウノジ第18代足立 陽一郎鵜匠マルジュウ第4代岩佐 昌秋鵜匠



参考

長良川流域が選出！！
長良川流域（岐阜市・関市・美濃市・郡上市）が「世界の持続可
能な観光地１００選」に選出されました。
＜「Green Destinations」評価コメント＞

・流域文化を保全するとともに、観光の要素を取り入れ「変化」
させていく手法は、重要な一歩である。

・流域の様々な分野の関係者で構成する多様な協議会を設立
し、活動している。

・過去の災害の教訓が防災訓練や教育を通じて地域で継承さ
れ、近年の豪雨災害に役立てられている。

世界の持続可能な観光地１００選とは
Green Destinationsでは、持続可能な観光のために取り組むべ
き１００項目からなる基準を設けており、この項目の中で特に重
要な３０項目のうち、１５以上の項目に対する取り組みについて
高評価が得られた場合に入選される。

Ｇｒｅｅｎ Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎｓとは
オランダにある非営利組織で、世界持続可能観光協議会が開
発した持続可能な観光の国際指標を認証する機関。

R3小瀬鵜飼実績
乗船者数：2,326人
実施日数：59日
中止日数：99日

〈本リリースに関する報道関係の方からのお問合せ〉
関遊船㈱事務所 TEL 0575-22-2506 FAX 0575-23-7980
関市役所担当者：観光課 村井（輝） TEL 0575-23-7704 FAX 0575-23-7741

④「世界の持続可能な観光地１００選」に選出

③鵜飼弁当

鵜飼は日が暮れ、暗くなってから始まります。観覧船で日
暮れを待つ間、小瀬鵜飼独自のお弁当や飲み物をご堪
能いただけます。

弁当：鵜飼弁当、フレンチ弁当、子ども弁当
飲み物：ビール、ソフトドリンク、ワイン、鵜飼ブレンド珈琲
料金：小瀬鵜飼ＨＰを参照

乗船者数（過去５年）
H28年度：8,474人
H29年度：8,238人
H30年度：5,973人

R1年度：7,001人
R2年度：2,251人
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